関係課・機関等との調整状況
（非農地証明見込みのある土地）
申出人　○○　○○
調整担当者　○○　○○
※既に記載している機関等とは必ず事前に相談してください。調整担当者の判断で調整不要と記載することは構いませんが、農政課から各所への照会の結果、調整が整っていないことが判明した場合には手続が進まないことがあります。
	調整先：○○土地改良区　

	月　日
対応者名

	※決済金、道水路の形状変更、管理用排水路の使用等について協議した内容を記載すること。地区除外の手続が必要な場合には、地区除外同意書の写しを添付すること。
※土地改良区の区域外の土地であっても、申出地付近に土地改良区が管轄する水路等がある場合があるので、必ず具体的な計画を持って関係する土地改良区に事前に相談すること。
（例）
農振除外の申出について説明し、土地改良施設への影響が認められないということで、農振除外の了解を得た。

	調整先：農村整備課

	月　日
対応者名
	※国営かんがい排水事業の受益地であるか否かを確認すること。
（例）
国営かんがい排水事業の受益地に該当するため、市農政課及び○○土地改良区宛に、受益地からの除外申出書を提出する。
国営かんがい排水事業の受益地には該当しないことを確認した。

	調整先：農政課（地域計画担当）

	月　日
対応者名
	[bookmark: _GoBack]※地域計画区域内の土地であるか否かを確認すること。
（例）
地域計画区域内の土地であるため、地域計画変更申出書を市農政課へ提出する。
地域計画区域外の土地であることを確認した。

	調整先：農業委員会事務局　

	月　日
対応者名
	※非農地証明見込みがあることを確認すること。
（例）航空写真により20年以上宅地として利用していることが明らかであるため、非農地証明の見込みありと回答を得た。



※調整日、相手方、調整内容、許認可に関する根拠法令見込の有無等を記載してください。適宜行を追加してください。
※他法令の許可等が必要な場合には担当部局との調整や別途申請を行ってください。
